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地雷
じ ら い

のない世界
せ か い

をめざして 

―平和の種
たね

をまく髙山
たかやま

良
りょう

二
じ

さん－ 

  

地雷
じ ら い

って、どんなものか知っていますか？ 地雷には、いろいろな種類
しゅるい

がありますが、 

一番多いのは、地面
じ め ん

の下に埋
う

め、その上を人が歩
ある

くと爆発
ばくはつ

するしか 

けの地雷です。そのほとんどは、戦争
せんそう

のとき、相手側
あいてがわ

の兵士
へ い し

たちを傷
きず

 

つけることを目的
もくてき

としたものです。 

現在
げんざい

、世界中
せかいじゅう

で約７０００万個ともいわれる地雷が埋
う

められ、毎 

年多くの人たちが犠牲
ぎ せ い

になっているのです。 

2007年には、５４６２人けがをしたり、死んだりしました。 

その中で一番多いのは、農作業
のうさぎょう

をする人や子どもなど地元の人です。 

このように、地雷は、戦争が終
お

わっても、いつまでも人々を苦
くる

しめて 

いるのです。 

このような「悪魔
あ く ま

の兵器
へ い き

」といわれる地雷をなくしようと、1997年「対人
たいじん

地雷
じ ら い

全面
ぜんめん

禁止
き ん し

条約
じょうやく

（オタワ条約）を世界１２２カ国が調印
ちょういん

しました。すなわち、それらの国では地雷

を「作
つく

らない」「買
か

わない」「持
も

たない」ことが決
き

められたのです。もちろん、日本もこ

の条約
じょうやく

に入り、現在日本には地雷は１個もありません。 

しかし、残念
ざんねん

なことですが、アメリカ、ロシア、中国
ちゅうごく

などの国は、この条約に入ってい

ないのです。世界中のすべての国が一日も早くこの条約に入って地雷をなくして欲
ほ

しいも 

       のです。 

日本から飛行機
ひ こ う き

で、わずか６時間
じ か ん

のカンボジアでは、２０年前 

まで続
つづ

いたベトナム戦争
せんそう

や内戦
ないせん

で約４００万～６００万個の地 

雷が道や畑に埋められ、そのため、カンボジアの人たちは、今 

も爆発
ばくはつ

とその不安に大変な苦しみを味
あじ

わっています。 

宇和島市
う わ じ ま し

出身
しゅっしん

の髙
たか

山
やま

良
りょう

二
じ

さんは自衛隊にいたころ、カンボ 

ジアの国連
こくれん

平和
へ い わ

維持
い じ

活動
かつどう

にたずさわりました。その間に髙山さ 

んが目にした戦争で荒
あ

れた田畑
た は た

、貧
まず

しい生活
せいかつ

、地雷への不安
ふ あ ん

… 

特に１０歳
さい

の子どもが、火薬
か や く

が残
のこ

ったままの砲弾
ほうだん

である不発弾
ふはつだん

 

地雷犠牲の子ども 
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髙山良二さん 
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の誤
あやま

った扱
あつか

いから、目の前で爆死
ば く し

したむごい光景
こうけい

は深く心に刻
きざ

まれました。 

『カンボジアの人たちのために、私にできることはなんであろうか。』そのことが髙山さ

んにとって大きな課題
か だ い

となりました。 

２００２年、５５歳で定年
ていねん

退職
たいしょく

した髙山さんは、４日のちにはカンボジアの土を踏
ふ

ん

でいました。そして、自衛隊
じえいたい

で身
み

につけた地雷
じ ら い

処理
し ょ り

をすることによりカンボジアの役
やく

にた

ちたいと決意
け つ い

し、「地雷処理を支援
し え ん

する会」の一員
いちいん

として活動
かつどう

を始めました。 

髙山さんは、カンボジアの地雷処理は、カンボジア人自身が取り組むべきであるという

考え方から、世界でも例のない「住民
じゅうみん

参加型
さんかがた

地雷
じ ら い

処理
し ょ り

活動
かつどう

」を行うこととしました。 

そのため、住民の中から選
えら

ばれた隊員
たいいん

は、地雷処 

理の方法や注意点
ちゅういてん

を６週間
しゅうかん

学びました。地雷処理 

は、まず、幅
はば

１．５メートル、奥行
お く ゆ

き４０㎝の地面 

の草や木を刈
か

り取り、次に金属
きんぞく

探知器
た ん ち き

で地雷をさが 

す、金属があると音で反応
はんのう

します。その場合はく 

ぎや小さな金属片
きんぞくへん

でも反応するので、探知
た ん ち

棒
ぼう

を使っ 

て用心深
ようじんぶか

く探
さが

します。                        

地雷がみつかると、火薬をしかけて、みんなが遠
とお

くに離
ばな

れ、遠隔
えんかく

操作
そ う さ

で爆破
ば く は

します。 

この場合人間の１億倍
おくばい

という嗅覚
きゅうかく

（においをかぎ分ける能力
のうりょく

）がある地雷
じ ら い

探知
た ん ち

犬
けん

が活躍
かつやく

することもあります。とにかく、どの作業も少しの油断
ゆ だ ん

もできない命
いのち

がけの作業でありま

す。 

髙山さんにとって、２００７年１月１９日の事故
じ こ

は生涯
しょうがい

忘
わす

れられないつらいものとなり

ました。対戦車
たいせんしゃ

地雷
じ ら い

の処理
し ょ り

のミスからカンボジア人の隊員７人が犠牲
ぎ せ い

となりました。１年

後に完成
かんせい

した７人の慰霊塔
いれいとう

で「二度と事故
じ こ

を繰
く

り返しません」と髙山さんや隊員は誓
ちか

い、

地雷処理活動を続けています。 

髙山さんは、危険
き け ん

な地雷処理を行いながら、その合間
あ い ま

にカンボジアの人々の生活をよく

するために、いろいろな手助
て だ す

けをしています。 

その一つが井戸
い ど

を掘ることです。カンボジアの農村
のうそん

には、 

水道や井戸がなく、雨水
あまみず

をためた池や川の汚
よご

れた水を生活
せいかつ

 

用水
ようすい

として使っています。そのため、遠いところから運ぶ 

水汲
み ず く

み作業はたいへん苦しいものであり、しかも不衛生
ふえいせい

で、 

病気
びょうき

の原因
げんいん

にもなっていました。そこで、髙山さんは愛媛県
えひめけん

 

金属探知器で地雷をさがす 

愛媛県の人たちの協力でできた井戸 
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の人たちにその様子
よ う す

を話し、井戸を掘
ほ

る工事
こ う じ

や手押
て お

しポンプの費用
ひ よ う

の寄付
き ふ

をつのりました。 

多くの人の協 力
きょうりょく

により、２００９年７月現在その井戸は７３基
き

となりました。 

また、地雷処理をしている人口６０００人のサマキ村には、学校
がっこう

がありませんでした。

そこで、髙山さんは、小学校を作りたいと考えました。その話を聞いた東温
とおおん

市
し

の佐川
さ か わ

さん

が協 力
きょうりょく

し、２００８年４月に４教室のサマキ・サカワ小学校が完成しました。高山さん 

     は地雷処理の厳
きび

しい作業
さぎょう

の終わった夕方
ゆうがた

、その小学校で 

日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

を開き、熱心
ねっしん

に教えています。 

さらに、村の生活をよくするためには、村人自
みずか

らが工 

夫し、努力することが大切であると考え、「村からごみ 

を０にしよう」運動を呼びかけ、「ごみ箱
ばこ

コンクール」 

を開いて、村人の関心
かんしん

を高めています。 

このように地雷の不安をなくし、村を明るく元気にしよ

うとしている髙山さんに対して、 

村人たちは感謝
かんしゃ

と尊敬
そんけい

の気持
き も ち

ちをこめて「ターさん」と呼んでいます。その「ターさん」

のまわりには、いつもカンボジアの子どもたちの明るい笑顔
え が お

が取
と

り囲
かこ

んでいます。 

 

高山さんから愛媛
え ひ め

の子どもたちへのメッセージ 

「今の日本は、物や金の風船
ふうせん

は大きくふくらんでいるが、心の風船はしぼんだままであ

る。みなさんが、しぼんだ風船に空気を入れてほしい」 

（高山さんが言われる「心」とは、どんな心でしょうか考えて下さい。） 

 

 

◎参考にさせていただいた本 

   「地雷のない世界へ」 大塚敦子著 講談社 

   「オヤジたちの国際貢献」（１）（２）（３） 日本地雷処理を支援する会 

◎ この資料作成のため、高山良二さん ご本人から直接お話をお聞きしたり、 

写真やビデオを提供していただいたりしました。 

子どもたちと高山さん 

 

 

 


